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診療放射線技師を目指す学生における
ボランティア活動の有用性について
Usefulness of volunteer activities for radiological technologist course students

中舍 幸司，武藤 裕衣，松浦 佳苗，中西 左登志
鈴鹿医療科学大学　保健衛生学部放射線技術科学科　教員

1．はじめに
　鈴鹿医療科学大学保健衛生学部放射線技術科学科で
は，1年生の夏休み期間を利用し，地元の特別養護老
人ホームでの1週間（平日3～5日間）のボランティア
活動を推進している．医療人を目指す学生にとってボ
ランティアの経験というものは，じかに医療について
経験することで医療専門職となる根幹1）となり，また
将来，医療職に就くことの再認識ができ勉学向上にも
つながる．そのためわれわれは，まだ診療放射線技師
になるための専門科目の勉学がなく医療についての知
識が浅いこの時期に，今後，診療放射線技師になるた
めに医療人の役割の把握や医療人の心得の取得，ある
いは現在の自分にある医療人に必要な能力を養うため
にボランティアを推進している．そこで本研究は，学
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【Abstract】
  Volunteer activities were recommended to freshmen of the department of radiological technology aiming at radiological 
technologist. The purpose of this study was to evaluate the educational effect of the activities on the students.
  The results of the questionnaire survey revealed not only the level of understanding about volunteer activities necessity, 
but also the degree of understanding about skills necessary for medical personnel.
  These results suggested that promoting volunteer activities to freshmen was very useful. But some students did not 
understand that the communication ability developed through volunteer activities was an essential ability for radiological 
technologists. This study made clear that communication competence is an essential part of the radiological technologist 
education.

【要 旨】
　本学当学科では，新入生にボランティア活動を行うことを推進している．本研究の目的は，ボランティア活動による教育効果につ
いて検討することである．
　調査結果より，学生が診療放射線技師になるためボランティアを行う意味の理解度や，医療人に必要な能力の自己把握がアンケー
ト調査の分析で判明した．
　本結果から，新入生へのボランティア活動の推進は非常に有用であることが示唆された．しかし，ボランティアを通じ養われるコ
ミュニケーション能力は，診療放射線技師の能力として必要であることを理解していない学生がいた．本研究では，コミュニケーシ
ョン能力は診療放射線技師の教育で必要不可欠な要素であることを明らかにした．

生が診療放射線技師になるためボランティアを行う意
味の理解および医療人に必要な能力の把握がどの程度
できているか分析し，ボランティアの教育効果につい
て検討することを目的とし，学生のボランティアに対
する意識調査を実施したので報告する．

2．方　法
2－1．対象
　アンケート調査の対象は，2017年度鈴鹿医療科学
大学保健衛生学部放射線技術科学科1年生（126人）を
対象とした．ボランティア日数は3～5日間とするよう
指導し，アンケートはボランティア活動前後（計2回）
に実施した．アンケートは学内ポータルシステムより
回答し，個人情報は匿名化し破棄している．

2－2．調査項目
　ボランティア活動前のアンケート調査では，ボラン
ティア経験の有無，ボランティア活動を行う目的，ボ
ランティア活動前の医療人に必要な能力の自己分析に
ついて調査した．ボランティアを行う目的は①診療放
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射線技師になるために役立つと思った②医療人とし
ての意義を感じた③人の役に立ちたいと思った─の

3項目，ボランティア活動前の医療人に必要な能力の
自己分析は①自ら進んで取り組む力②自分の考えを
整理する力③自分の考えを他者に分かりやすく口頭
で伝える力④他者の意見を理解して聞く力⑤他者の
意見を尊重して聞く力⑥グループで行動する力⑦声
の大きさ（他者に伝わる大きさ）⑧先を読んで行動す
る力⑨体調管理ができる（最後までボランティアをや
り切る）─の9項目について，ボランティアを行う
目的の項目には「当てはまる」と「当てはまらない」，
医療人に必要な能力の自己分析の項目には「ある」と
「ない」の選択肢で調査した．
　ボランティア活動後のアンケート調査では，ボラン
ティアを行った目的の再評価，ボランティア活動後の
医療人に必要な能力の自己分析，ボランティアの満足
度について調査した．ボランティアを行った目的の再
評価とボランティア活動後の医療人に必要な能力の自
己分析の調査項目は，ボランティア活動前に調査した
項目および選択肢と同内容とした．ボランティア活動
後の満足度は「大変良かった」「良かった」「悪かった」
「大変悪かった」の4段階で調査した．
　さらにボランティア活動を行った感想を自由記述で
調査した．

2－3．統計解析
　ボランティア活動前後のアンケート調査の結果に対
する有意差の有無の統計解析は，ピアソンのカイ二乗
検定を用いた．

3．結　果
3－1．アンケート回答率
　ボランティア活動前ではアンケート回答率80.2%

（年齢：19±0.68歳，性別：男性58人・女性43人），
ボランティア活動後ではアンケート回答率81.0%（年
齢：19±0.69歳，性別：男性57人・女性45人）で
あった．ボランティア前後で年齢および性別に有意な
差は認められなかった（n.s.）．

3－2．ボランティア経験の有無
　ボランティア経験の有無の結果をFig.1に示す．過
去にボランティアを経験している学生は51%（52人）
であり，ボランティア経験のない学生は49%（49人）
であった．

3－3．ボランティア活動を行う目的
　ボランティア活動を行う目的のアンケート結果を
Fig.2に示す．「当てはまる」の回答が得られたのは，ボ
ランティア活動前でそれぞれ①71%（72人），②85%

（86人），③90%（91人）であった．ボランティア活
動後ではそれぞれ①44%（45人），②86%（88人），
③87%（89人）であった．また①の回答は，ボラン
ティア活動前後で有意な差が得られた（p<0.01）．

3－4．医療人に必要な能力の自己分析
　医療人に必要な能力の自己分析のアンケート結果を
Fig.3に示す．「ある」の回答が得られたのはボランテ
ィア活動前でそれぞれ①59%（60人），②78%（79

人），③41%（41人），④83%（84人），⑤89%（90

Fig.1　Presence of volunteer experience

Fig.2　 Answer for the purpose of doing volunteer 
activities

① I thought it would be useful for becoming a radiological 
technologist, ② I felt the signifi cance as a medical person, 
and ③ I wanted people to help

Regarding the significant difference test of responses 
before and after the volunteer, Pearson’s chi-square 
test was conducted. There was significant differences 
between before and after of volunteer activities in item 
①only（p<0.01）. There were no significant differences 
between before and after of volunteer activities in item ② 
and ③（n.s.）.
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人），⑥77%（78人），⑦72%（73人），⑧61%（62

人），⑨88%（89人）であった．ボランティア活動
後では，それぞれ①69%（70人），②86%（88人），
③61%（62人），④93%（95人），⑤99%（101人），
⑥84%（86人），⑦80%（82人），⑧67%（68人），
⑨95%（97人）であった．また③，④，⑤それぞれ
の回答は，ボランティア活動前後で有意な差が得られ
た（p<0.05）．

3－5．ボランティア活動の満足度
　ボランティア活動の満足度のアンケート結果をFig.4

に示す．「大変良かった」「良かった」「悪かった」「大
変悪かった」の回答は，それぞれ22%（23人），72%

（73人），4%（4人），2%（2人）であった．

3－6．自由記述
　ボランティアを行ったことへのプラスコメントは，
「コミュニケーションの大切さが分かった」「期間は短
いが良い経験ができた」「2年生でもぜひボランティア
を行ってみたい」「医療人としての実感が湧いた」「こ
れから将来に役立つような人への接し方が分かった」
「人生経験になった」「今の自分の力のなさや，人への

接し方を見つめ直すことができた」など，多数の記述
があった．一方，マイナスコメントは，「診療放射線技
師になるために，この体験がどのように役に立つのか
分からない」との記述が1人のみであった．

4．考　察
　本研究では，診療放射線技師を目指す1年生を対象
にボランティア活動を推進し，ボランティア活動を行
った学生を対象にボランティアを行う意味の理解や，
医療人に必要な能力の把握ができているか調査を行っ
た．
　1年生で，過去にボランティア活動を行ったことが
ある学生は51%と，約半数の学生がボランティア経験
者であった．授業の一環としてボランティアを行って
いる小・中・高等学校2）があり，約半数の学生がボラ
ンティア経験者であるので，自発的な社会貢献を促し
ている学校が増加していることがうかがえた．
　ボランティアを行う目的については，医療人として
の意義を感じた，人の役に立ちたいと思ったという項
目は，ボランティア前後の回答で両項目とも有意な差
が見られず（n.s.），また約90%の学生が「当てはまる」
と回答した．このことは，90%近くの学生が医療人と
しての意義や奉仕の心を持ちボランティア活動に取り
組み，また本項目のボランティアの意義を再認識でき
ていた．しかし，診療放射線技師になるために役立つ
と思ったという項目については，ボランティア前後で
有意差があり（p<0.01），ボランティア後で「当てはま
る」と回答した学生は減少していた．ボランティアは
コミュニケーション能力を養うことができるが，コミ
ュニケーション能力を診療放射線技師に必要な能力の

Fig.3　 Self analysis of ability necessary for medical 
personnel

①Ability to work on its own, ②Ability to organize my 
thoughts, ③Ability to communicate your thoughts orally 
to other people clearly, ④Ability to understand and listen 
to the opinions of others, ⑤The ability to respect others’ 
opinions and listen, ⑥Ability to act in the group, ⑦Size 
of voice（size conveyed to others）, ⑧Ability to act in ad-
vance, and ⑨ I can manage physical condition（I will be 
able to volunteer until the end）
Regarding the significant difference test of responses 
before and after the volunteer, Pearson’s chi-square 
test was conducted. There were signifi cant differences 
between before and after of volunteer activities in item 
③ , ④ , and ⑤（p<0.01）. There were no signifi cant differ-
ences between before and after of volunteer activities in 
item ① , ② , ⑥ , ⑦ , ⑧ and ⑨（n.s.）.

Fig.4　Evaluation of volunteer satisfaction
Volunteer’s satisfaction rating was done in four stages of 
“very good”, “good”, “bad”, and “very bad”.
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一つであることを認識できていない学生がいた結果で
あった．本件は自由記述に「診療放射線技師になるた
めに，この体験がどのように役に立つのか分からない」
と記載されていた部分であり，診療放射線技師の専門
科目を受講していない1年生は診療放射線技師の業務
を十分に理解できていないため，診療放射線技師はX

線撮影などの撮影業務を行うだけでコミュニケーショ
ン能力は必要ないと考えている学生が存在する．臨床
現場では，コミュニケーションにより医師あるいは他
職種と信頼関係を築き，質の高い医療を提供しなけれ
ばならない3）．またスタッフとのコミュニケーションは
ヒューマンエラーなどの医療事故の防止策にもつなが
り4），各分野間のスタッフ同士の信頼関係を構築するこ
とが望ましいとされる5－6）．医療福祉系でコミュニケー
ションは非常に重要な位置付けとされている7）．このよ
うに診療放射線技師はチーム医療の一員であり，コミ
ュニケーションは診療放射線技師に必要不可欠な能力
である．コミュニケーションは，診療放射線技師の能
力に必要ないと感じながらボランティアに臨むと，ボ
ランティアを行っている意味を理解できずモチベーシ
ョンは必ず低下する．そのためボランティアの意義を
最大限に発揮させるには，コミュニケーションは診療
放射線技師に必要な能力の一つであることの理解を十
分に深めた状態でボランティアに送り出すことが必要
であり，このことがわれわれの今後の課題である．
　医療人に必要な能力の自己分析では，自ら進んで取
り組む力，自分の考えを整理する力，グループで行動
する力，声の大きさ（他者に伝わる大きさ），先を読ん
で行動する力，体調管理ができる（最後までボランテ
ィアをやりきる）の項目は，ボランティア前後で有意
な差が見られなかった（n.s.）．これは，率先力やグル
ープ行動・体調管理などといった能力は学生自身理解
していたことがうかがえる．しかし，自分の考えを他
者に分かりやすく口頭で伝える力，他者の意見を理解
して聞く力，他者の意見を尊重して聞く力，いわゆる
コミュニケーション能力はボランティア前後で有意な
差が見られ（p<0.05），ボランティア後で「ある」の
回答者は増加した．この結果は，ボランティアを行う
ことでコミュニケーション能力が自分に備わっている
ことを認識できた学生が増え，コミュニケーション能
力の自己分析が行えたと考える．しかし，自分の考え
を他者に口頭で伝える力の項目は「ある」と回答した
学生はボランティア後で増加しているが，他の項目よ
りも最も少ない状況であった．この結果は，自分の考
えを他者に伝えることが難しいと考える学生は多く，

現在，コミュニケーションを難しいと感じる学生が増
えている8）ことに合致している．良質な診療放射線技
師の輩出には，われわれは学生に診療放射線技師の専
門的な知識に加え，学生のコミュニケーションの質を
高める教育を併せて充実させる必要がある．
　ボランティア活動の満足度調査では，94%の学生が
ボランティア活動を行い良かったと感じていた．自由
記述にも記載があるように，コミュニケーションの大
切さを感じたことや医療人としての実感が湧き医療人
となる再認識につながったことなど，このボランティ
ア経験は今後の医療人となる心構えの構築や医療人と
しての能力を養うことにもなり，ボランティア活動の
満足度が高かった．また6%の学生ではボランティア
の満足度が低かったと回答している．自由記述のマイ
ナスコメントに「診療放射線技師になるために，この
体験がどのように役立つか分からない」とあり，前述
の通りコミュニケーションは診療放射線技師に必要な
能力として理解できていない学生が存在する．今後，
このような学生をなくすためにも，やはりボランティ
ア活動に参加する前に，診療放射線技師にとってのコ
ミュニケーション能力の重要性を全学生に理解しても
らうことが必要である．
　以上より，学生のボランティア活動は，今後，診療
放射線技師になるために医療人の役割の把握や医療人
の心得の取得，あるいは現在の自分にある医療人に必
要な能力を養うことができ，本ボランティアは教育に
有用であることが分かった．しかし，本ボランティア
を通じ，診療放射線技師の能力でコミュニケーション
能力が必要であることを知らず，ボランティアは診療
放射線技師になるために役に立たないと感じた学生も
存在した．診療放射線技師は他職種と連携し業務を行
うことが多い職種であるため，コミュニケーションの
重要性を把握し，学生にはボランティアを通じコミュ
ニケーション能力を少しでも養う必要がある．われわ
れは，これらの学生にコミュニケーションは診療放射
線技師に必要な能力の一つであることの意識付けを強
化し，学生全員がコミュニケーションの必要性を理解
した上でボランティアに送り出さなければならない．
ボランティアは今後，医療人となるための基盤となり，
将来，診療放射線技師になる目標の再認識ができるこ
とで今後の専門科目の勉学向上にも起因するため，今
後ともボランティア活動を推進し，より良質な診療放
射線技師の輩出につなげていきたい．
　また本研究は1年生を対象にした研究であった．今
後，学年の違いによるボランティアの教育効果の違い
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を調査していきたいと考える．

5．まとめ
　ボランティア活動前後のアンケート調査により，学
生が診療放射線技師になるためボランティアを行う意
味の理解および医療人に必要な能力の把握がどの程度
できているか分析することができた．ボランティアを
推進することは診療放射線技師の養成教育において有
用であるが，ボランティアで養うことができるコミュ
ニケーション能力は，診療放射線技師の能力で必要で
あることを理解していない学生がいた．本研究では，

図の説明
Fig.1  ボランティア経験の有無
Fig.2 ボランティアを行う目的の回答
  ①診療放射線技師になるために役立つと思った，
 ②医療人としての意義を感じた，
 ③人の役に立ちたいと思った
  ボランティア前後の回答の有意差検定は，ピアソンのカ

イ二乗検定を使用した．①の項目のみボランティア前後
で有意な差が見られた（p<0.01）．②と③の項目にボラ
ンティア前後で有意な差は見られなかった（n.s.）．

Fig.3 医療人に必要な能力の自己分析の結果
 ①自ら進んで取り組む力，
 ②自分の考えを整理する力，
 ③自分の考えを他者に分かりやすく口頭で伝える力，
 ④他者の意見を理解して聞く力，
 ⑤他者の意見を尊重して聞く力，
 ⑥グループで行動する力，
 ⑦声の大きさ（他者に伝わる大きさ），
 ⑧先を読んで行動する力，
 ⑨体調管理ができる（最後までボランティアをやり切る）
  ボランティア前後の回答の有意差検定は，ピアソンのカ

イ二乗検定を使用した．③，④，⑤の項目はボランティ
ア前後で有意な差が見られた（p<0.05）．①，②，⑥，
⑦，⑧，⑨の項目はボランティア前後で有意な差が見ら
れなかった（n.s.）．

Fig.4 ボランティア活動後の満足度評価
  ボランティアの満足度評価は「とても良い」，「良い」，「悪

い」，「とても悪い」の4段階で行った．
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